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こんにちは。きゅうしょくカンガルー！（奈良の学校給食を考える会）です。 

私たちは、おいしい給食＆ほんとうの食育をめざして活動しています。 

 

このメルマガは、私たちの活動や奈良県内の給食をめぐる状況をお知らせしたく、 

今までの活動の中で連絡先を交換させていただいた方を中心にお送りしています。 

メルマガ解除をご希望の方は、お手数ですが、 

oishiikyusyoku@gmail.comまで解除希望の旨をお書き添えの上ご連絡ください。 
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1奈良県の学校給食アンケート調査（2011年）結果紹介 

2イベント情報 
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先日、奈良県内各市町村の学校給食管轄部署（給食センター、教育委員会など） 

および式下中学校、奈良教育大学付属小学校、奈良女子大学付属小学校の計 41 

箇所に、学校給食アンケートを送付させていただきました。 

 

これは、各自治体の学校給食の現状を知り、生産者・保護者・行政が連携して 

より良い学校給食を実現していくための資料にすることを目的としています。 

アンケート結果は資料集にまとめ、また、素晴らしい取り組みについてはこの 

メールマガジンでも紹介していきたいと考えています。 

 

そこで今号では、前回 2011年に実施した「奈良県の学校給食アンケート調査」 

の結果をあらためて紹介したいと思います。※設問の多いアンケートでしたので 

抜粋してご紹介します。 

 

・アンケート配布期間：2011年 8月～10月 

・アンケート対象：奈良県内各市町村の学校給食管轄部署、および式下中学校、 

奈良教育大学付属小学校、奈良女子大学付属小学校の計 41箇所 

・アンケート回収率：100%（ご協力ありがとうございました） 



 

●学校給食実施状況（※以下、パーセンテージは四捨五入した概数です） 

小学校 完全給食 100%（207校） 

中学校 完全給食  67%（72校）、ミルク給食 6%（6校）、給食なし 27%（29校） 

 

●調理の状況 

・給食のある学校のうち、52%が自校方式、48%がセンター方式 

・献立は、13%が単独献立、87%が共同献立 

・米飯給食の回数は、週 2.5回～5回までばらつきがあり、平均すると週 3.4回 

・食器の材質は、ポリプロピレン 36%、ポロエチレンナフタレート 30%、 

メラミン 22%、そのほか強化磁器、陶磁器など 

 

●食材について 

・栽培履歴把握システムが、一部ある 8%、ない 92% 

・輸入農産物の多いものとしては、ブロッコリー、パイナップル、コーン、 

       キウイ、グリンピース、パプリカ、オレンジなど 

・冷凍農産物の多いものとしては、コーン、グリンピース、ブリッコリー、 

       ほうれん草、いんげん、枝豆など 

・県内産使用頻度の高いものとしては、米、青ネギ、ほうれん草、玉ねぎ、 

       小松菜など 

・地場産使用の希望品目やその時期としては、【冬に】白菜、大根、キャベツ、 

       ほうれん草、太ネギ、【夏に】じゃがいも、玉ねぎ、きゅうり、 

       などを使いたいという希望が多くありました。 

・地場産使用のメリットとして多い意見は、食育での活用、新鮮、安心など 

      デメリットとして多い意見は、数量、規格、品質の確保が心配など 

      価格については、規模の小さな市町村ではメリット（安価）、 

規模の大きな市町村ではデメリット（高価）とされる傾向あり。 

・地場産使用にあたって障害になっていることは、量の確保 66%、そのほか 

      規格、価格、窓口がないという意見が多い。 

・有機 JAS・特別栽培農産物を使用しているところはほとんどありませんが、 

使用にあたって障害になっていることは、価格、窓口がない 

ことがそれぞれ 51%、そのほか情報が入らない、量の確保など。 

 

このような結果から、給食で使いたい時期に地場産農産物があるのかないのか、 

価格は実際高いのか安いのか、当会が学校給食管轄部署と生産者をつなげる 

役割ができればと思いながら活動しています。次回のアンケートでは、 



食物アレルギー対応、放射能測定、牛乳に関する設問も設けました。また 

2011年よりも取り組みが進んだところも多くあると思います。結果は 

12月頃に発表予定です。より良い給食の実現のために活用していきます。 
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◇森の集い 京都オーガニックマーケット 

日時：2014年 9月 6日（土）、9月 7日（日）  

 場所：新風館 

 詳細：http://morinotsudoi.org/ 

 

◇月ヶ瀬健康茶園 2014 手摘みイベント 

 日時：2014年 9月 28日（日）10：30～15：00 

 場所：月ヶ瀬健康茶園 

 詳細：http://www.tukicha.com/blog/ 

 

--------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

●来月もお楽しみに！● 

 メルマガ発信元 ： きゅうしょくカンガルー！（奈良の学校給食を考える会） 

E-mail  ：oishiikyusyoku@gmail.com 

facebook：https://www.facebook.com/oishiikyusyoku 

（メルマガのバックナンバーも順次掲載しています） 

事務局 ：生活協同組合コープ自然派奈良内（奈良市今市町 40-1） 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

http://www.shizenha.ne.jp/nara/detail/5/index.html?articleId=14774
https://www.facebook.com/oishiikyusyoku

